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E哩に勿令長1141i!日時的

右
傾
化
、

環
境
の
変
革

長
、
元
文
部
大
臣

(第
mm回
)

6
月
げ
臼
(
金
)
「
人
間
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
」
講
師

・
石
田
晴
久

U
墓
泉
大
学
大
裂
計
算
機
セ
ン
タ
ー

教
授講
演
時
閣
は
P
M
4
・6
1
6
・

却
東
海
大
学
湘
南
校
舎
八
四
一
一

教
室
で
(
変
更
あ
り
)

入
場
無
料
、
連
絡
は
「
公
開
セ
ミ

ナ
ー
委
員
A

吾
0
4
d
7
5
8
-

A
4
i
(内つ
2
Q
6)

会
小
里
郡
線
大
根
駅
下
車
徒
歩
日

分
。
神
奈
中
パ
ス
(
平
塚
駅
、
鶴

巻
駅
か
ら
)

年
間
テ
l
マ
は
「
現
代
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
d

東
海
大
公
開
セ
ミ
ナ
ー

女
性
に
と

っ
て
不
安
の
現
在

女
'性
空整
--';'~" ... 

f寒さ
き盤改
同署置喜三宮
、__ 'e)， 

SEの
置:政
手:治
義暴
号室力
w だ

J¥ 

で園公木々代F

「
空
襲
改
懇
阻
止
一
一
一
一
一

罪
垣
比
す
る
学
生
室
」
の
メ
ン

ω
一二
塁
E
」
(
主
宇
宙
慎
重
保
警
一
パ
ー
も
ム
号

閣

改
悪
阻
ヰ
連
盟
百
)
が
、
士
言
、
一
基
調
報
賞
各
界
か
ら
の
メ
ッ
セ

回

墨
田
小
の
代
々
木
公
園
で
行
わ
れ
た
。
一

i
ジ
、
海
外
か
ら
の
激
励
や
手
紙
、

悪

窒

E

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
つ
ぶ
せ
一
日
本
各
地
ー
か
ら
集
っ
た
H

改
罪
に

改

憲

・
許
寸
志
望
上
程
/
」
。
一
反
対
す
る
各
団
体
か
ら
の
ア
ピ
1

和

同
改
訂
案
の
国
会
上
空
喜
一
ル
、
窒
E
決
議
な
嘉
」
行
っ
た
後
、

貯

に
控
え
で
の
決
起
豊
富
だ
け
に
、
積
一
原
宿
の
絵
画
館
田
広
で
の
、
デ
モ
行

司

な

ぐ
り
の
雨
の
雪
中
、

H

改
界
一
巻
行
っ
た
。

中

に
反
対
す
る
一
一
男
女
、
智
円
円
む
人

一

同
連
絡
会
で
は
、
集
会
の
前
に
、

腕

が
、
思
い
思
い
の
プ
ラ
カ
ー
ド
、
ゼ
一
七
五
O
人
の
国
会
議
員
に
対
し
、
「
優

対

ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
築
時
三
月
八
日
一
生
保
護
法
改
惑
に
関
す
ゑ
品
開
質
問

か
ら
十
=
百
ま
で
、
厚
生
宣
刷
で
ハ
一
状
」
を
出
し
て
い
る
が
、
回
答
か
あ

ン
ス
ト
を
行
っ
た
「
優
生
保
投
法
改

一
っ
た
の
は
二
O
一通。

その、

2
q

雨
を
つ
い
て
一

一
千
人
が
結
集

需
の
い
う
改

PF反
対
の
人
が
九
一
各
団
体
か
ら
も
「
中
絡
を
し
な
く
て
匂

五
物
で
、
そ
の
八
O
物
が
女
性
議
員
。
一
も
い
い
湾
筋
を
展
開
し
て
い
と
う
」

「
七
五
U
人
中
、
女
性
議
員
は
た
一
「
全
て
の
草
簡
が
な
く
な
歪
志
で
、

っ
た
の
二
五
人
。
こ
の
数
宰
を
見
る

一
連
得
し
て
頑
張
る
つ
」
「
改
惑
は
、

、

主

限
り
男
性
議
員
は
、
改
悪
の
意
味
が
一
女
性
の
人
権
を
無
視
し
た
も
の
だ
」
一
ま
た
、
日
本
帰
人
会
議
の
清
水
澄

わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
一

「今
日
の
雨
は
、
推
進
派
の
涙
曹
と
主
」
ん
も
「
本
当
の
遇
銑
は
乙
れ
か

同
連
盟
百
。
議
員
の
半
数
を
女
性
に
一
と
思
っ
て
頑
張
る
つ
」
「
女
が
イ
ニ
一
色
。
今
日
の
こ
の
カ
房
設
治
の
カ
へ

す
る
こ
と
、
ま
た
、
今
度
の
選
挙
で
一
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
ら
ね
ば
、
中
絶
の
一
と
埼
ひ
つ
り
て
い
と
う
」
。

H

改
正
派
H

に
は
投
票
を
し
な
い
よ
一
問
題
は
な
く
は
A
忘
い
。
な
ぜ
、
中
一
小
西
綾
さ
ん
も
応
援
に
駆
り
つ
け

う
に
、
と
呼
び
か
け
た
。
一
絶
に
至
る
の
か
、
煮
つ
め
て
い
き
た
一
「
戦
争
中
n
八
紘
一
中
7
の
美
し
い

参
一
謙
譲
員
の
中
山
千
夏
さ
ん
ら
一
い
」
「
中
絶
間
語
は
女
の
靖
国
問
題
一
と
告
に
は
め
ら
れ
、
夫
や
塁
を

か
ち
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
「
改
懇
一
だ
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ち
一
と
ら
れ
た
乙
F
を
肝
に
命
じ
て
、
今

は
、
女
性
に
対
す
る
政
治
暴
力
。
上
一
改
悪
よ
程
阻
止
寸
改
悪
反
対
の
ア
ピ
一
回
の
改
襲
罪
、
伺
の
た
め
に
出
て

事
乞
絶
対
に
く
い
と
め
る
べ
き
だ
」
。
一

l
ル
が
あ
っ
た
。
き
た
の
か
考
え
て
み
辛
つ
」
と
。

例えば暖房時、お部屋を一気に暖めたら、あとは

必要最小限のパワーで暖かさを保ちます2
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っ
。
剛
山
忍

T
よ
め
る
中
き
一
年
三
エ
)
5人
と
(
ア
)
が
圧
倒
理
一
票
正
解
だ
っ
た
/
み
ん
な
の
警
一
し
て
、
子
主
主
義
宗
室
一
な
い
の
だ

z
i-
-とき
。

の

授

業

で

。

一

っ

た

。

と

の

あ

と

、
ど
っ
し
て
そ
ん
一
と
興
奮
。
一
に
な
り
グ
の
っ
て
が
き
た
。
今
ま
で
一

H

仮
説
実
験
符
棄
が
。
ス
タ
イ
ル

問
題

(
き
主
先
手
つ
の
ア
ル
一
な
予
要
じ
た
か
と
い
う
討
論
こ
な
一
一
厚
き
か
な
か
っ
た
子
が
討
曾
」
参
一
も
目
新
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
形

コ
l
ル
と
差
用
事
る
)
乙
の
ア
一

3
2
2たし
た

E
H落
ち
こ
ぼ
れ
ρ

活

躍

一
加
し
弓
富
い
こ
と
に
、
島
実
一
だ
お
思
程
な
く
、
と
宇
れ

ル
コ
1
ル
の
中
へ
と
の
李
注
ぎ
い

一
ょ
う
ど
倍
九
な
る
に
決
っ
て
い
る
と
一
予
警
た
て
る
と
と
に
よ
っ
て
全
一
験
授
業
で
は
非
司
港
ち
と
ほ
れ
と
一
ば
子
供
に
敬
要
」
れ
が
差
H

勉
強
H

れ
ま
す
。
あ
わ
せ
た
体
積
は
ど
毒
一
ぃ
、
♀
宗
多
い
。
し
か
し
こ
の
(
ウ
)
一
員
が
参
加
す
る
。
あ
ら
か
じ
め
警
一
い
わ
れ
て
い
る
・
4
つ
な
子
ほ
ど
活
路
一
を
た
の
し
く
す
る
試
み
で
あ
る
。
子

り
ま
す
か
。
予
想
(
ア
)
ち

F
Zニ
の
一
人
は
小
学
校
の
時
、
水
と
油
を
一
つ
く
っ
て
お
い
て
そ
の
中
か
ら
湾
は
す
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
落
ち
と
ぽ
一
ど
も
に
と
っ
て
も
教
師
に
と
っ
て
も

一
只
)
立
真
ン
に
な
る
(
イ
)
ぞ
れ
一
た
し
た
色
少
謡
っ
た
忘
玄
坂
一
せ
る
の
は
、
そ
宝
刀
が
参
加
し
や
す
一
れ
と
恩
わ
れ
て
い
た
平
め
ほ
つ
が
正
一
楽
し
い
授
妻
子
る
。
そ
れ
が
特
に

よ
り
多
く
な
る
(
ウ
)
少
な
く
な
る
一
ぃ
。
が
、
ど
っ
し
て
と
聞
か
れ
る
一
い
か
ら
o
そ
し
て
討
論
で
き

8
一
し
い
予
奪
し
、
緩
め
っ
き
の
優
等
一
優
秀
な
一
人
の
教
師
に
よ
っ
て
、
で

(
エ
)
全
く
わ
か
患
い
。
一
と
わ
か
ら
な
い
。
結
局
、
霞
終
予
想
一
だ
が
、
あ
く
ま
で
も
自
由
に
し
ゃ
べ
一
語
母
っ
か
ハ
ズ
れ
た
時
の
嬰

γ
一
な
く
、
商
万
智
管
え
さ
え
す
れ
ば
、

生
涯
同
乙
の
四
つ
の
答
の
中
か
ら
一
(
ア
)
叫
人

【イ
)
O
(ウ
)
l人
一
久
吾
る
。
し
ゃ
べ
A
忘
い
子
に
無
理
一

l
。

一

雄
に
で
も
で
き
る
、
と
い
う
考
え
で

選
ぶ
の
だ
が
、
ま
ず
霞
初
の
予
想
は
一
(
エ
)
2人
。
そ
し
て
実
験
す
る
と
、
一
に
あ
て
た
り
な
Y
強
制
は
し
な
い

。

一

一

一

一

-

、

一

グ

キ
ミ
子
方
式
H

も

一

(
ア
)
犯
人
(
イ
)
O
(ウ
)
ー
を
な
ん
と
結
果
は
九
八
立
方
今
第
一
そ
し
て
予
想
主
P
ね

っ

た

り

先

一

一

そ

の

根

本

の

考

唱

え

か

一

款

レ

て

い

ぃ

3
p
・

9

の
例
の
き
に
常
男
さ
つ
に
思
三
長
年
の
実
践
か
ち
板
壁
ん
は
、
一
る
と
こ
ろ
で
、
先
に
本
紙
(
計
年
U

二
品九
3
a
e
;
朝
た
と
と
が
肩
る
と
そ
警
、
一
た
の
し
い
翼
宇
佐
、

E
百

g)でも
紹
介
し
ぺ
維
で

Yブ
』

1・
3
品川
〉
峨
ア
タ
マ
の
切
忠
え
季
る
。
一
は
勢
に
紋
わ
れ
る
、
と
い
う
。
と
一
も
た
の
し
く
う
ま
く
絵
が
儲
け
る

で叫
ん醐1
・
議
・
ら
!
.
開
講
泊
三
し
た
霊
芸
品
主
り
い
一
ん
な
変
っ
た
襲
宍
ム
立
の
小
中
校
一
H

キ
ミ
圭
ま
の
絵
が
長
実

て
1
十

護

e
e
d湾
、

-
L九
/

量

E
i
'

一

一

一

よ

t
一

了

ム

ゾ

比

一

脚

、
同

れ
、
実
践
し
た
の
は
私
立
校
の
教
師
一
で
で
き
る
の
か
、
と
疑
問
視
す
る
人
五
襲
に
加
わ
っ
ち
社
会
科
、

ぺ

γ
:-
一

;

叫

一

期

ト

乙

だ
っ
た
。
霊
警
か
ろ
で
き
る
、
一
も
い
る
が
、
主
翼
逼
ぶ
と
い
う
語
、
体
重
あ
教
育
事
呂

-

j

;

i

f

-

-

板
書
己
ん
は
、
た
の
し
い
翼
の
じ
て
そ
の
す
ば
ら
さ
と
知
喜
一
は
;
認
群
と
い
う
も
の
は
、
人
一
子
ど
婁
積
極
的
に
立
ち
向
か
わ
せ
一

し

ζ
醜

問
機
〉
司

w
f
J
4
J
F

ワ
ク
の
装
っ
て
い
る
公
立
校
で
は
一
現
宗
あ
れ
ば
、
霊
や
親
も
だ
ん
一
て
罪
長
野
の
部
房
中
に
は
、

一

一

一

一

i
i
A
a
'
JA
M

-酬
r

!

(

h

N

t

h

-

一

実
努
た
め
に
H

仮
説
実
盤
巽
研
一
て
あ
げ
た
い
と
い
う
と
と
か
ら
泊
三
聞
が
範
的
事
き
を
し
な
け
れ
ば
一
た
三
の
し
い
霊
に
な
る
は
ず
、
二

人

四
剛

hp
吋

f
r
r
h
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
も
い
わ
れ
一
だ
ん
理
解
し
玄
る
。
妥
腕
援
が
一
全
国
重
か
ら
誉
れ
て
き
た
ガ
リ

究
会
H

を

害

て

い

る

。

長

一

っ

た

の

で

す

」

一

宰

車

ょ

い

と

い

う

考

委

議

直

言

語

、

思

三

干

八

年

ら

仮

て

じ

ん

い

/

』

;γ
一

号
し
か
し
、
二
十
事
実
践
の
結
一
色
ミ

JS'つ実
践
す
る
こ
と
一
事

Z襲
記
録
が
、
山
の
き

川
二
十
年
の
実
践
の
上
一
に
、
長
一

積
極
性
を
養
う
こ
と

一
後
の
室
時
代
に
も
っ
。
そ
し
て
一
説
実
験
襲
を
提
唱
し
弓
互
い
よ
一

t

J

J
一J
戸

へ

突

い

ま

や

実

践

し

て

い

-Z一
言
何
も
し
な
い
て
で
互
に
軍
事
れ
て
い
る
。

一
一
自
分
の
専
門
の
科
学
の
也
腐
は
、
真
一
の
教
師
で
こ
の
教
え
方
に
興
味
薪
痔
一

tis--u

，

a

公
立
停
の
方
が
多
い
、
と
い
う
。
そ
一
い
と
い
っ
て
い
て
も
、
何
も
宰
乾
一

板
倉
氏
は
い
う
。
「
襲
、レ
な
い
一
科
学
史
を
需
に
す
る
室
克
一
理
か
ウ
ソ
か
わ
か
り
や
す
い
だ
け
に
一
つ
人
富
て
き
て
少
￥
つ
広
ま
一

i
{
j
i
{
j
l
l
{
j
j
i
j
i
l
i
-
-
)
l
(
(
{
j
i
l
l
-
)
1
1
1
l
i
l
i
-
-
{
j
i
l
}
i
l

長
い
打
開
一
段
五
円
脳
鴎
脳

a
E
り

十

銭

信

い

っ

て

し

一

頭

を

切

り

替

え

る

だ

け

一

良

書

誌

一

弘

行

持

詰

一

時

諸

経

が
、
で
は
本
当
に
義
務
教
育
で
習
っ

繍
組
閣
関
凶
湖
幽
幌
国
固
・
咽

で
一
刈

幽
圃
園
周
む

芸

正

挙

し

ぼ

む

、

と

い

う

の

が

一

一

る

。

乙

の

中

か

ら

、

妻

が

い

い

と

一

て

連

続

コ

ン

サ

ー

ト

を

開

い

て

い

言

九

あ

っ

て

は

雲

感

じ

る

だ

け

で

す

べ

て

を

き

き

さ

い

と

機

困

層

・

週

-ja
zzの葉ざ
わ

里

震

か

ら

感

動

の

記

録
φ

一

思

っ

た

窓

!

?

っ

一
る
女
啓
テ
ニ
ス
ト
が
い
る
。
富
一
君
。
一
つ
の
リ
ア
ル
な
望
一

大
き
く
な
っ
て
君
主
管
て

臨

膨

面

開

画

監

闘

h

有

園

J
2
5、
ま

グ

ル

ー

プ

一

一

う

雑

警

い

る

、

と

れ
は
と
い
う
一
翼
一
二
十
三
喝
一
つ
の
譲
力
ご
か
梶
原
た
く
存

い
夫
は
一
人
も
い
な
い

01覇
副

・

曹

醐

遍

プ

ご

習

に

と

忘

て

お

い

う

わ

筒

富

一

Eい
と
い
っ
て
い
る
先
宗
慢
が
か
り
で
宇
都
完
走
。
と
と
一
人
に
霊
都
議
事
}
依
頼
レ
て
で
一
島
田
さ
ん
は
三
宮
か
ろ
ピ
ア
一

20サ
テ
ィ
の
震
い
毛

柔
人
が
M

子
ど
も
の
勉
強
を
見
て

(2 ) 〈日曜日 〉(第三種郵便物館可) 婦 人新聞国壬~第 69ワ号

裏付
1

校
内
暴
力
な
ど
で
教
育
富
へ
の
関
心
が
た
言
っ
て

い
る
と
き
、
新
し
い
教
育
の
月
刊
誌
が
創
刊
さ
れ
た
(
三
月
一
二
日

発
売
)
。
「
た
の
し
い
樗
策
」
と
い
う
。
編
集

・「
た
の
し
い
得
業
」

編
集
委
員
会
H
代
表
・
板
旨
聖
宣
氏
。
努
付
・
仮
説
司
一
風
か

わ
っ
た
雑
誌
、
土
手
大
変
小
さ
い

O
R
O師
、
と
豆
大
安
き
の
雑

仕躍、

P
H
P
、
リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
な
Y
混
る
が
、
雑
誌

が
大
型
レ
て
い
る
い
ま
、
ま
ず
目
立
つ
小
さ
さ
戸
、
表
告
書

風
で
、
教
育
級
紙
と
い
う
ト
君
、
お
は
な
し
の
本
、
と
い
司
感
じ
。

お
ま
り
に
、
撃
の
場
合
、
創
刊
毎
と
い
-
母
「
l
号
」
だ
が
、
乙

の
雑
誌
ピ
は
「
O
号
」
で
あ
る。

↓

I
士
口
、
ノ
的
1
A

均
一
弓
こ
手
白
内
自

ζ
1コ
コ
"
》
V

4
弓一
'
i
y
t
、v
i
u
a

だ
が
、
本
当
に
変
っ
て
い
る
の
は
と
う
し
た
外
側
で
は
な
く
、
中

味
。
翼
一
貫
ム
持
代
表
の
板
倉
望
号
ん
(
理
学
博
士
。
聖
教
育

研
容
所
)
は
H

た
の
し
い
得
埠
ヂ
と
い
う
と
と
自
体
、
現
在
の
日
本

の
教
育
界
で
は
、
少
数
派
、
異
端
者
の
考
唱
え
、
と
い
う
。
勉
強
は
精

励
墓
由
、
堪
え
翠
ん
で
や
る
も
の
、
と
子
ど
主
し
っ
た
激
励
し
、

競
争
夫
迂
て
き
た
。
そ
し
て
と
Y
の
つ
ま
り
が
現
在
の
荒
時
教
育

た
て
直
し
の
カ
ギ
雫
絞
皐
え
は
「
た
の
し
い
霊
零
や
る
し
か

な
い
」
と
い
い
匂
令
。
そ
し
て
、

ζ
の
雑
誌
は
H

た
の
し
い
得
業
を

す
る
た
め
の
雑
誌
H

な
の
で
あ
る
。

積
極
的
に
参
加
す
る
喜
び
を

サティに魅せられ

意欲燃す島田瑠里さん
港続コンサートを開く

l
私
は
被
爆
者
の
一
人
と
し
て
、

「
平
和
の
た
め
の
語
り
部
(
べ
)
」

に
な
る
ヌ
湿
っ
て
い
ま
す

T
!と

書
い
て
い
る
さ
つ
に
、
筆
者
は
そ
の

青
雲
撃
の
中
で
送
り
、
広
島
で

棄

の

話

の

自

ら

費

U
た。

戦
争
へ
の
憎
し
み
、
平
和
へ
の
渇
印

は
そ
れ
だ
け
に
痛
切
で
あ
る
。
そ
ん

な
筆
者
に
「
ア
ノ
ネ
の
日
記
」
が
与

え
た
崎
勤
は
想
像
以
よ
で
あ
っ
た
。

3月のコンサート

『サテ ィとドビッシー」

エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
が
再
評
価
さ

れ
、
回
本
で
も
か
く
忍
ル
プ
1
ム
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
(
一
八
六
六
一
ジ
ョ
エ
ル

・
パ
ル
ビ
エ
と
知
り
合
一

1
』
と
銘
打
ち
、
東
京
渋
谷
・
略
国

土
九
二
五
)
は
、
フ
ラ
ン
ス
十
九
一
ぃ
、
帰
国
後
、
サ
テ
ィ
の
一作
雰
}
中
一
塁
ユ
l
ロ
ス
ペ
ー
ス
9
T
(O

世
紀
サ
ロ
ン
音
楽
で
ド
ビ
ッ
シ
l
と
一
心
に
演
奏
活
掛
に
入
る
。
一
九
↑
片
八一

8
1
4
6
1
I0
2
1
1)
で
開
か

並
ぶ
天
才
的
作
曲
家
と
い
わ
れ
て
い
一
年
以
降
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
・
サ
テ
ィ
」
一
れ
る
(
午
後
℃
時
開
演
)
。

る
。
作
風
は
皮
肉
ぽ
い
表
現
は
あ
る
一
の
タ
イ
ト
ル
で
、
演
劇
、
美
賀
文
一
同
時
代
の
童
豪
、
サ
テ
ィ

PF

も
の
の
、
子
供
の
安
正
純
粋
さ
が
一
世
惹
ど
、
い
予
ん
な
分
野
の
入
港
と
一
ビ
ッ
シ
ー
が
互
い
に
与
え
た
影
一
璽

あ

る

。

一

実

験

的

な
構
成
で
全
国
各
地
を
巡
一
考
祭
す
る
猷
告
ιと
い
う
。

ジ
ャ
ン

・
コ
ク
「
ム
ヤ
ピ
カ
ソ
ち
一
り
、
新
し
い
サ
テ
ィ
襲
模
索
、
話
一
連
絡
・
チ
ケ
ッ
ト
は
欧
日
協
会

と
焚
慨
を
も
ち
、
ダ
ダ
イ
ス
ム
な
ど
一
顕
を
呼
ぶ
。
島
田
さ
ん
は
サ
テ
ィ
の
一
へ
。

芸
術
運
動
に
お
参
加
し
た
作
曲
家
一

舷
力
に
つ
い
て
「
単
純
と
諸
諸
は
コ
一

有

一

イ

ン

の

表

裏
の
き
に
わ
か
叫
が
た
-

ア
ン
ネ
。
十
二
歳
ーか
ら
十
五
警
で
け
は
共
鳴
し
て
筆
者
の
そ
の
撃
芳

H

平
和
な
世
の
由
の
は
ず
な
の
に
、

ナ
チ
ス
の
目
を
燈
け
て
隠
れ
家
に
向
づ
け
る
。
平
和
運
動
へ
の
挺
身
で
と
己
て
ζ
毛

H

戦
争
H

が
は
び

住
み
、
捕
え
ら
れ
て
収
蜜
町
そ
し
て
あ
る
。

ζ
っ
て
い
る
の
か
し
ろ
。
茎
葬
あ

ア
ウ
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
、
北
ド
イ
ツ
の
収
現
地
で
ア
ン
ネ
の
足
跡
を
尋
ね
、
る
り
ば
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
が
自
に
入

室
附
に
事
り
れ
て
死
ぬ
。
怨
者
と
同
ナ
チ
ス
に
対
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
的
手
品
す
。
軍
服
姿
の
た
く
ま
し
い
男

年
鑑
で
あ
り
、
才
能
鐙
か
で
撃
な
実
際
を
学
習
υ、
そ
し
て
自
ろ
の
被
が
絢
主
義
」
る
足
を
に
は
署

少
女
が
日
記
に
記
じ
た
「
戦
争
が
何
襲
警
伝
え
つ
つ
世
界
各
国
を
か
府
U
て
倒
れ
て
い
る
司
去
最
争
、

の
役
に
立
つ
の
だ
る
つ
?
な
ぜ
人
間
け
回
っ
て
「
関
の
使
い
」

l
i共
に
銀
色
に
光
る
ミ
サ
イ
ル
。
お
も
ち
ゃ

の
庖
に
は
本
物
そ
っ
く
り
の
シ
ヨ
ツ

次
代
に
訴
え
る
「
平
和
」
川
斜
訪
灯
初
わ
ナ
詰
矧
諸
咋

烈

な

体

験

の

中

か

ら

で

H必誉戦掌毎デd
そ

zのもお
雪の色」

い
ま
乙
こ
で
、
私
た
担
甘
か
考
え
、

は
仲
よ
く
、
平
和
に
寝
せ
な
い
の
だ
平
和
へ
の
奮
い
を
嘗
う
旅
を
続
け
行
動
し
な
け
れ
ば
不
幸
な
と
と
に
な

る

つ

?

乙

の

躍

は

い

っ

た

い

何

の

る

。

る

l
毛

-Zた
想
い
を
読
者
た
ち

た
め
だ
る
つ
?
」
と
い
っ
た
闘
い
か
と
の
本
は
、
そ

p
p宅
者
の
過
に
訴
え
た
い
。
早
め
一
念
で
・
か
れ

ぎ
越
し
。
女
学
生
時
代
、
運
命
の
被
た
現
代
版
「
君
死
に
給
つ
乙
と
な
か

爆
の
回
、
そ
し
て
そ
の
悲
惨
な
後
遺
れ
」
と
も
い
『
忍
@
。
ま
し
て
中
曽
緩

症
を
つ
づ
り
、
さ
ら
に
ア
ン
ネ
と
の
総
理
の
進
軍
ラ
ッ
パ
が
高
ら
か
に
吹

出
遭
い
と
追
張
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
、
き
鳴
ム
妥
」
れ
て
い
る
状
況
の
中
に
お

平
和
漢
動
が
保
験
的
に
つ
づ
る
こ
と
い
て
を
や
で
あ
る
つ
か
組
名

q衝

に
よ
っ
て
、
戦
急
め
悲
劇
の
実
感
か
ち
ゃ
ん
」
は
「
あ
の
運
命
の
臼
」
以

ち
速
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
学
生
、
高
来
、
消
息
を
絶
っ
た
か
わ
い
い
一
少

佼
生
に
「
何
よ
り
も
平
和
を
」
と
訴
女
の
愛
憾
。

え
て
い
る
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
「
い
ま
(
民
衆
社
定
価
九
五
O
円
)

者〈

黒川万千代箸

| 特長 | 

・トリートメント成分の配合て〈自然のつや

としなやかさを保ちます。

・泡立てる必要のないクリーム式ですから、

髪や頭皮にソフトな毛染めです。

・液がタレfより、とぴちったりせず、短時間

できれし、に染められます。

・2回目からの染毛も、美しく仕上がりま丸

里子JII尚美子

しっかりと小さいけれどi
く注意表示〉を記してあります

化粧品をお使いになる時は、説明書とし、っしょ{こ

注意表示もぜひお読みください。

化粧品は肌に直接つけるものですから、資生堂

しかし、多くのお客さまの中には、肌の性質やその

日の状態によって、時には肌に合わないこともあ

りますLそのような時のために、資生堂では、容器、

箱、説明書、パンフレツトなどに、いろいろな形で

ては安全性に細-C.の注意をはらってつくってし、ますL

4-G 仁三笠主贋呈ーコ 5.5-G仁亙ヨ丞空亘コ
5・G 仁亙型扇子 6-G C r!~~!lf!コ

5.4・GC<"fM，.C豆骨 子G C豆空豆コ
〈各色￥800>

※薬局、化経品J吉、デパートでお求めください。

し

次のような注意表示を記してあります。

O傷やはれもの・;3しん力、ぶれ・ただれ・色素異常などの症
状がある部位にはお使いにならなL、でください

O化経品がお肌に合わなL、ときは vよ使用をおやめください

① 使用中、赤みーはれーかゆみーしげきなどの異常があらわ

れた場合

(~使用したお肌に直射日光があたってよleのような異常が
あらわれた渇合

O そのまま化粧品績の使用を続けますと症状を悪化させるこ
とがありますので度ふ科専門医、または資金堂化粧品の売

喝かお近くの資生堂消費者相絞窓口にご相訟くだされ

「だから、ノ〈オントリートメントカラー。
髪にやさしく、つややかにしあがりますU⑬資生堂|広報室

山発度集株式会社この染毛料は「使用上の注意」をよく読んで正しくお使¥，¥ください。


